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11 月始めには初霜、積雪量は 4m を越し、12 月から
4 月まで仕事はできなかった。 
焼畑の名称・場所 
 久保さんは若いころは炭焼きし、竃一つで 5 月〜
11 月までの間に 900〜1000 俵（炭俵は 15kg/俵）を
焼いていたが、炭が売れなくなると、伐採の仕事に移
った。 




























































































































































































































































































































































平成 23 年 6 月 6 日発行 
催しのご案内 
■第 36 回 定例研究会 
１．日時：平成 23年 6月 24日（金）17:00～20:00 
２．場所：京都学園大学バイオ環境学部 
 （京都府亀岡市曽我部町南条大谷 1-1、 
JR 亀岡駅からバスあり） 
３．発表者,「発表題目」： 
Dr.Khin Oo(ｷﾝ ｳｰ),Yezin Agricultural University, 
  Myanmar、 「ミャンマーの農業改良普及事業について」 
安藤 和雄, 京都大学 東南アジア研究所、 「生存基盤として
の科学：東日本大震災と原発事故から考える」  
＊参加希望者は、京都大学東南アジア研究所実践型地域研究推進室 
（担当：矢嶋 yajima@cseas.kyoto-u.ac.jp）までご連絡ください。  















































































写真 2. マニンジャウ湖周辺地域の水牛耕起 
